
06
Optimal shelter operation with sequential return of evacuees

被災者の順次帰宅を考慮した避難所計画の最適化

災害復旧を加速する効率的な避難所運営

どんな研究

災害により自宅が倒壊した被災者には避難所が提供されますが、施設を本来の用途に復旧するためには避難所
の効率的な運営が必要です。本研究では、被災者の帰宅時刻を考慮して避難所閉鎖時の被災者の移転先を決定
することで、避難所を運営するコストと被災者が避難所を移転する負担の合計を最小化します。これにより災
害後早期に避難所を本来の用途に使えるようになり、迅速な復旧が可能となります。

どこが凄い

帰宅時刻が同じ被災者を同じグループとして扱うことにより、被災者数が多数の場合でも効率的に計算する手
法を考案して、シミュレーション実験で既存手法より約１２倍高速になることを確認しました。また、被災者
が避難所間を移転する際の負担の大きさを推定することで、避難所の運営コストと被災者の移転コストの二者
間のバランス調整を可能にしました。

めざす未来
災害シミュレーションを用いて対応策を検討する際に、対応策のパターンを網羅的に実行するだけでは、効率
的に最適解を見つけることができません。本技術を発展させて最適な対応策を効率的に発見できるシミュレー
ション基盤を確立し、災害に限らず様々な社会課題のシミュレーションによる解決をめざします。
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